
平成15年度　校内共同研究計画

仙台市立黒松小学校

１．研究テーマ

２．主題設定の理由

本校の教育目標から○

を養い， を備えた を育成する創造的な知性，豊かな情操，健康な体， 生きる力 児童

学舎を大切に 保護者・地域を大切に子供を大切に

(1)美しさ，豊かさに (1)より開かれた学校に(1)それぞれの良さを生かす

・学校評議員会・算数の習熟度グループや教科担任制の活用 気づく心と目を育て

・学校運営委員会への・スキルタイム（国語・算数）の充実 る

・道徳教育，特別活動 役員の参加・ボランティアティーチャーの活用 PTA

などの充実 ・地域，保護者向けに学(2)総合的な学習の時間の充実

・生活指導，清掃指導 校要覧を作成・配布・自ら学び，自ら考える力の育成と学び方や

の徹底 ・年間指導計画を 室調べ方を身につけさせる （７０時間）。 PTA

で閲覧・全学年で情報教育（３５時間） (2)安全できれいな学

習環境づくり (2)地域活動への積極参加・国際理解教育（英語に親しむ）

・教材教具の充実 ・学校施設の開放

・施設設備の整備 ・地域行事への協力など

基礎・基本の確実な習得学力保証：

＜教育課程編成上の重点事項＞

◎「基礎力（読み・書き・計算 」の確実な習得）

① 計算力の向上（１００ます計算，計算ドリル）

② 読み書きの能力の向上（漢字・音読・スピーチ，プリント）

③ 基礎力育成に必要な教科のスキル

個に応じた授業の推進（授業改善）④

・算数理解度別，習熟度別学習の充実

・教科担任制の指導

・個別指導，教育相談の充実

・外部講師（ボランティアティーチャー）の活用

１５年度

校内研究のめざす方向

「 ， 」一人一人がわかる喜びを味わい 自ら意欲を持って学ぶ児童の育成

～基礎・基本を確実に身につけさせるための指導の工夫を通して～



５．研究の進め方

６．研究組織

１学年

研 少人数部会 ２学年

校 全 究

長 体 推 グループG1
会 運 進 習熟度部会 グループG2

営 委 グループG3
委 員

員 会 在籍学級

会 特別支援教育部会 通級指導

教科担任部会 年担任，学習指導部長，教務5,6
研究主任，教科主任

現職研修部会

※ 必要に応じて特別部会や学年部，縦割り等に組み替えを行う。

学習習慣の形成
・家庭学習の継続
・長期休みの課題

スキルタイムの充実
・１００ます計算
・漢字，音読など

自ら意欲を持ち主体的に学ぶ児童

学習状況の把握
・CRT（年度末）
・通信票（各学期）
・算数のあゆみ（年３回）
・国語，算数の手引き
・学習チェック表

学習形態の工夫
・１，２年少人数指導

・習熟度別グループ指導（３～６年）
・ボランティアティーチャーの活用
・教科担任制（６年）
・特殊学級との交流授業
・個別指導

授業改善評　　価

基礎力（読み・書き・計算）の育成

授業の質的改善
・子ども一人一人の力を伸ばす授業
・子どもにとって魅力ある授業
・教師の専門性を生かした授業

黒松の
子どもの実態

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
習
得



７．校内研究計画案

月 内 容 主 な 行 事 等

４ 研究計画立案 ( )入学式 4/8
授業参観 総会( )月 ・研究推進委員会（研究の方向性） ,PTA 4/19
スキルタイム開始( )・職員会議（校内共同研究計画について共通理解） 4/21

授業実践

５ ・研究推進委員会（研究主題，仮説等の修正，全体会の計画）

月 ・ 研究各部会議（指導の方向性，授業者決定）5/7
・ （学年研究方向，指導課訪問に向けて）5/19 第１回 研究全体会

修学旅行（ ）６ ・研究推進委員会（学習指導訪問関連） 6/3~
第２回 研究全体会 （学習指導訪問に向けて）月

・指導案検討委員会

・指導案，指導課提出

学習指導訪問6/24（提案授業１：２年，４年G1グループ）◎

まつのみ祭り( )７ ・研究推進委員会（研究の方向性の修正） 7/11
個人面談( )月 ・教科担任に関する実践課題の報告，検討会 7/18~
水泳記録会( )・ 算数のあゆみ発行：第１回 （算数グループ見直し・移動）（ ） 7/23

個別指導日( )８ ・研究推進委員会（学年報告会について） 8/20~22
学校評議委員会月 第３回 研究全体会（各学年中間報告）

校区運動会( )９ （提案授業２：３年G2グループ） 9/7
陸上記録会( )月 9/17

授業参観( )10 10/2
野外活動( )月 10/27~28

まつのみ音楽会11 ・研究推進委員会

( )月 （提案授業３：５年G3グループ） 11/28~29

授業参観( )12 ・研究推進委員会 （算数のあゆみ発行：第２回） 12/9,12/11
（提案授業４：１年 ）月

教育計画反省会( )１ ・研究推進委員会（報告会に向けて，次年度の方向性） 1/30
月 ・研究のまとめ作成開始

第４回 研究全体会（今年度のまとめ，報告会）

・次年度の方向性について（新年度計画反省会の中で）

２ ・第１０回研究推進委員会（次年度の方向性）

学校自由参観日( )月 ・新観点別到達度学力検査（ＣＲＴ）実施 ＜２月第２週＞ 2/21
新年度計画全体会( )・学習意欲に関する変容調査（質問紙） 2/27

・学習意欲に関する変容調査結果分析

・研究のまとめＣＤ作成完了

３ ( )・新観点別到達度学力検査（ＣＲＴ）結果分析 卒業式 3/18
月 ・ 算数のあゆみ発行：第３回 （新年度グループ編成）（ ）



）資料（１）CRT検査の結果（１４年度「校内研究のまとめ」より抜粋

【総得点率の全国比較，得点分布】

【観点別得点率】

【領域別得点率】

算数得点率全国比較（２００２年２月）
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算数得点率分布比較
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数量や図形についての知識・理解
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「量と測定」領域得点率
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「図形」領域得点率
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数学的な考え方
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）資料（２）算数に対する児童アンケート調査（１４年度「校内研究のまとめ」より抜粋

【児童の学習意欲に関する内容】

【教師の指導にかかわる内容】

むずかしい問題でもあきらめないで解く（３～６年）
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勉強の内容がよくわかる（３～６年）
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授業中、自分の考えを発表する場がある（３～６年）
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家では宿題や勉強をする時間を決めて取り組んでいる
（３～６年）
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少しでも自分の力を伸ばそうと努力する（３～６年）
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